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[image: ]　リト：勇者になった猫。けれどリトの記憶も残っているようで――？

[image: ]　アクシス：パーティーメンバー。礼儀正しい青年で、リトに憧れを抱いている。

[image: ]　ガロン：パーティーメンバー。斥候に長けている、世渡り上手なおじさん。





０１．吾輩は、目を覚ます




「さぁ勇者候補よ、旅立つのです」

「んあ？」

　光が満ちていた。

　目を焼くような眩しさには、覚えがある。

　あれだ。夜になると、足の速いヤツが目を光らせる、あの眩しさと同じだ。

「ご安心なさい。先の戦闘での、貴方の傷は癒えました。仲間の方が、外で貴方を待っていますよ」

　辺りは一面、白かった。壁も、床も、天井も。

　目の前にいる老婆さえも。

　おかしい。自分は足の速いヤツの間を縫って、黒い道を渡ろうとしていたはずなのに。

　こんな白いところは知らない。自分の縄張りにはなかった。

「ほらっ、いつまでも寝ていないで！　起きなさい！」

　さっきから喋り続けている白いローブ姿の老婆に、首根っこを摑まれて立ち上がらされる。

　そしてそのまま背を押された。

　どこかへ行けということらしい。

　あれ？　いつ自分は、二足で歩けるようになったんだろうか。

　器用に二足で歩くヤツのことは知っている。

　たまに食べ物をくれるし、何かとこちらに触れようと近付いてくるから。

　しかしヤツらと違って、今までの自分は四足で歩くほうが楽だったはずだ。

「何ですか!?　いきなり四つん這いになって!?」

「あれ？」

　試しに四足歩行をしようと床に手を着いてみたものの……ぐぬぬ、辛い。やっぱり二足のほうが楽になっている。

　むっ、首も搔きづらいぞ。

「シスター、リトの具合は……って、リト、足を上げて何をやってるんですか？」

「あぁ、ちょうどいいところに！　目を覚ましたのはいいのですが、先ほどから様子がおかしいのです。ケガは治癒魔法で完治しているはずなのですが」

　増えた気配に顔を上げる。

　新しく現れたのは男だった。

　老婆よりもうんと背が高く、体格もいい。これは男の体つきだと確信する。頭から生える長い金色の毛並みは、まぁ悪くない。

　束ねられた髪の揺れに目を奪われる。

　髪？　そうか頭にある毛は髪というのか。

　自然と言葉やイメージが溢れてくる。

　急に知っていることが倍増した感覚に戸惑うものの、今は目の前の悩みを解決したかった。

　そのことを金髪の男に相談してみる。

「首が搔きづらいんだ」

「首？　手を使えばいいでしょう？　まさか足で搔こうとしてるんですか？」

「手？」

　あぁ！　獲物を捕まえるほうか！

　なるほど。早速試してみれば、簡単に首を搔くことができた。

　しかも指がわきゃわきゃ動いて心地いい……。

「……様子がおかしいですね」

「そうでしょう？　もしかしたら呪いにかかっているのかもしれません。とても強い敵だったと聞いています」

「はい。仕留めることはできたんですが……ここでは解呪できませんか？」

「治癒魔法が精一杯です。解呪を行える神官は、聖王国にいると聞きますが……」

「聖王国ですか……。背に腹は代えられませんね。とにかく、彼は引き取ります」

「よろしくお願いします」

　床でうとうとしはじめていたところを、金髪の男に起こされる。

　邪魔をするなと手を叩くが、力任せに首根っこを摑まれて引き摺られた。こいつ、自分より力があるのか。

　ズルズルとしばらく引き摺られたところで、また光に目を焼かれる。

　眩しい。

　見上げると青い空が見えた。外に出たようだ。

「ほら、いい加減自分で歩いてください。……歩けますよね？」

　返事をする代わりに、木陰を探して歩きだす。

　光が眩しかった。

　それに新しい場所に来たのなら、まずは自分の縄張りを確保しないと。

「待ってください！　どこへ行くんですか!?」

「陰」

「陰って……あぁ、太陽の光が眩しいんですか？　だったら宿屋に戻りましょう。ガロンにも説明する必要があります」

　ふむ。そういえば二足歩行ができるようになったのと同時に、言葉も理解できるようになっているな。

　今までなら、二足歩行のヤツの言葉には、意味が分からないまま返事をしてたんだが。

　そうか……あの白いところは神殿というのか。で、あの老婆はシスターで、ケガの治療を魔法でおこなっていると。

　ふむふむ。

　よく分からん。

　考える、ということをすれば、状況は理解できるようだ。けど、同時にそれが何だ？　という気にもなる。

　やっぱり先に縄張りの確保だな。気が休まらない。

「ちょっと、そっちは宿屋じゃないですよ！」

「縄張り……」

「縄張り？　あー、もう！　とにかくこっちです！」

　金髪の男に腕を引かれる。

　抵抗してみるものの、力では勝てそうにない。

　どうしたものかと考えている内に、結局自分は、宿屋と呼ばれる場所まで男に連れて行かれた。
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「は？　呪いにかかったって？　あの敵、そんな能力スキル持ってたのか？」

「分かりません。ですが、人が変わったようなのは事実です」

　宿屋の部屋に着くと、金髪の男は、焦げ茶色の髪の男と話しだした。

　焦げ茶色の髪の男は、二足歩行のヤツにしては体毛が濃い。金髪の男と違い、顎にも毛があった。しかし毛並みはイマイチだ。

　年かさなのか、目元に皺がある。

　男二人を前に、改めて自分の体を見てみる。

　む……二人に比べると体格は小柄だな。道理で力で敵わないわけだ。

「リト、マジなのか？」

　焦げ茶色の髪の男が自分を見る。

　自分は欠伸あくびで答えた。

「ふあ」

「……ダメそうだな、こりゃ。どうすんだ？　これじゃ勇者候補どころの話じゃねぇぞ」

「聖王国に解呪を行える神官がいると、シスターは言っていました。ですのでいったん、聖王国に行きたいと思います」

「聖王国か……ここからだと、馬車で七日ぐらいか？　オレたちはまだ手柄を立ててるほうだから、余裕はあるけどよ。つーか、コイツ、現状も理解できてないんじゃねぇか？」

　コイツ、と言って指を差されるのを、ベッドの上で丸くなりながら眺める。

「……なんか行動が猫みたいなんだが」

「そうかもしれません。神殿でも、足で首を搔こうとしていたぐらいです。猫になる呪いですか……」

「聞いたことねぇぞ。会話は？」

「一応、できます。……あぁ、それで縄張りとか言ってたんですね」

　宿屋に来る前の会話を思いだしたのか、金髪の男が自分の顔を覗き込んできた。縄張りは大事だろうが。

　とりあえずここは安全そうだな。

　場所が、というより、この二人がいれば安全なようだ。そんな気がする。

「縄張りか……。猫は場所に居着くって言うからな。連れ回して大丈夫か？」

「放ってもおけないでしょう？」

「そうだよな……ちっ、悩んでいてもはじまらねぇ！　オレは冒険者ギルドへ行って、聖王国への入国申請をしてくる。馬車も都合つけねぇといけねぇしな。アクシスはリトの面倒を頼む」

「分かりました、そちらはお願いします。私はダメ元で、リトに現状を説明しておきますので」

　話が終わると焦げ茶色の髪の男が、部屋を出ていくのを音で聞いた。

　次いで金髪の男……アクシスだったか？　が、ベッドに上がってくる気配がする。

「リト、起きてください」

　何で？　と片目だけ開けると、やけに近いところに男の顔があった。アクシスの瞳は碧いようだ。

「傷を癒すためとはいえ、神殿でずっと寝ていたでしょう？　それともまだ疲れが残ってるんですか？」

　疲れはないけど、寝るのは大切だろう。

　黙ったままでいると、アクシスが不安そうに顔を曇らせる。

　どうやら自分の考えが伝わっていないらしい。

「返事をしてください」

「んあ」

「……できれば、言葉で。言葉は理解できているんですよね？」

「分かる」

「ならよかった……。話がしたいので起きてくれませんか」

　そう言いながらも、アクシスは頭を撫でてくる。これは寝ててもいいってことだよな？　どっちなんだ？

　二足歩行のヤツの行動は分かりにくい。

「分かりました、体勢はそのままでもいいですから、話を聞いてください。現状を説明します。質問があったら何でも尋ねてくださいね」

　そしてアクシスは、ベッドの端に腰掛け、語りだした。

　まず最初に自分の名前を教えられる。

「貴方の名前はリト。私はアクシスと言います。さっきまでいた男性が、ガロン。私たちは三人パーティーで、ガロンが一番の年長者です」

「偉いってことか」

「パーティーのリーダーは貴方ですけどね」

　解せぬ。リーダーが一番じゃないのか。うん？　年長者は敬う？　ダメだ、考えると頭が混乱する。

　四足歩行のときは、難しい考えなんていらなかったはずだ。誰が一番強いかは、力で決まった。

「すみません、ややこしかったですか？」

「一番強いのは誰だ」

「前衛ではリトが一番強いです。私は魔法使いですので、後衛では負けませんが。ガロンは斥候から後方支援まで何でもできる代わりに、一対一になると私たちには敵いません」

　答えになっているような、なっていないような。

　前衛では自分が一番強い？　その割には、アクシスに引かれる腕を解けなかったのは何でだ。

　考えるとすぐに答えが出た。

　なるほど、本気じゃなかっただけか。ついでに仲間には、よほどのことがない限り本気を出せないことが分かる。ケガをさせてしまうかららしい。

　ということは、緊急時以外は自分のほうが弱いということだ。

「自分はリーダーに向いてない」

「そんなことは……いや、そうですね……しばらくは私たちの言うことを聞いてくれますか？」

「命令されるのは好きじゃない。けど……仕方ないのか？」

　自分は一番じゃない。アクシスとガロンが信用できることは分かる。記憶がそう訴えてくるのだ。

　んー、なら仕方ないか。

「聞いてくれると助かります」

「仕方ない」

「ありがとうございます。しかし完全に記憶もないみたいですね……」

「記憶？」

　考えることか？

　言われてみれば、名前も、二人の得意な戦闘方法も思いだせる。なるほど、これが記憶か。

「記憶はある」

「あるんですか!?」

「だが考えるのは苦手だ」

「……人格が変わった分、記憶を引き出しにくくなっているんでしょうか？　人格を変える呪いということですか？」

「よく分からない」

　分かっていることは、自分は難しい思考をしたくないということだ。

　そのことはアクシスにも伝わったようだった。

「考えるのが苦手なんですね。ご自分が猫だという自覚はありますか？」

「猫？」

　頭に見慣れた四足歩行の生き物が浮かぶ。ふむ、四足歩行は猫、二足歩行のヤツは人間と呼ぶらしい。

「今は人間だ」

「そうですね。人間だという自覚があるのなら、人前では行動に気を付けてください」

「うむ？」

「……私が注意していきますので、注意された行動は取らないようにしてください」

「分かった」

　頷くと、アクシスはほっと息を吐いた。

「では改めて、現状について説明します」

　それからのアクシスの話は長かった。




　大陸にある国々の王たちが協定を結び、人間と敵対し、勢力を拡大している魔族討伐に乗り出したこと。

　冒険者で見込みのある者には、国々から勇者の称号が与えられること。

　勇者の称号を得るため、自分とアクシス、ガロンは冒険者ギルドを介してパーティーを組んでいること。勇者になると色んな特権が発生するらしい。

　自分たちのような冒険者パーティーは、勇者候補と呼ばれ、国々に認められるために魔族討伐にあたっていること。まだ認定された者はおらず、自分たちが最初に認定されるのではないかと噂されていること。

　先の戦闘では、敵は倒したものの、自分が大ケガを負ったこと。そのため最寄りの神殿で、ケガの治療に当たっていたということだった。




「今後も私たちが魔族討伐を続けることに変わりはありませんが、今のままの貴方だと問題があるんです」

「そうか」

「そのため聖王国へ向かい、問題を解決したいと思います」

「うむ」

　何にせよ、アクシスたちに任せておけば大丈夫そうだ。記憶がそう語っている。

　話が一段落したようだったので、くあっと口を開けて欠伸をした。

「ふああ」

「……ちゃんと理解しています？」

「大丈夫だ」

　二人に任せるから問題ない。

　手の甲で顔を洗い、舐める。

「それ、他の人の前ではしないでくださいね」

「うん？」

　身だしなみを整えるのは大事だぞ。気持ちも落ち着くし。しかし人前でするのは、よろしくないらしい。

　顔を洗い終え、次は体を舐めようとしたところで気付く。そうだ、二足歩行……人間は、体毛が薄いんだった。

　その代わりに、体に色々と布を巻いている。これは服というのか。

　そういえば四足歩行……の犬？　が、たまに服を着て歩いていた気がする。紐で繫がれているクセに、ヨソの縄張りにマーキングしていくから、あいつらは嫌いだ。

　同じ四足歩行でも行動原理が違うと思ったら、種族が違ったのか。

　あの黒い道をやたら速く走るヤツは何て言うんだろう？

　まぁいいか。今は体を洗うほうが大事だ。

　しかし体を舐めるには、服が邪魔だった。

「あの……どうして服を脱ごうとしてるんですか？」

「これじゃ体を洗えない」

「洗うって、どうやって？」

「こう……」

　露わになった二の腕を舐める。

「わああ!?　分かりました！　猫の体の洗い方は分かりました！　ちゃんと人間の体の洗い方を教えますので、やめてください！」

「違うのか？」

「違います……。ここでは無理なので、移動しましょうか」

「じゃあ、いい」

「……貴方、結構ものぐさですね？」

　体を洗うのは、寝る前の準備みたいなものだが、移動してまでする気にはならない。気持ちを落ち着かせるためのものでもある。

　なので、アクシスの質問には答えず、目を閉じた。

「はぁ……猫なら仕方ないんですかね」
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　目を覚ますと、向かいにあるもう一つのベッドに、焦げ茶色の髪の男――ガロンがいた。アクシスは、ベッド脇の椅子に座っている。

　三人は同室なんだろうか。

　その割には、ベッドの数が二つと足りてない。

　視線に気付いたのか、アクシスがこちらに顔を向けた。

「起きましたか」

「よく寝てたな。流石、猫」

　アクシスに呼応して、ガロンが立ち上がるのを見ながら口を開く。

「お腹空いた」

「開口一番がそれかよ。マジで猫だな。ミルク飲むか？」

　近付いてきたガロンに、わしゃわしゃと頭を撫でられる。毛並みが乱れるのでやめて欲しい。

「思考は猫でも、体は人間なんですよ？　食事は普通でいいでしょう。ちょうど夕食の時間ですから、食堂で何か買ってきます」

「おう。コイツを連れていくのは、ダメそうか？」

「まだ躾ができていない状態なので……」

「ははっ、躾ときたか。なら仕方ねぇ」

　ガロンに乱された頭の毛並みを直している内に、アクシスは部屋を出ていった。

「記憶はあるって聞いたが、オマエさんも厄介なことになったな」

　ベッドの端に腰掛けたガロンが、また頭の毛並みを乱そうと手を伸ばしたきたので避ける。

「何だ、撫でられるのは嫌いか」

「毛並みを乱すな」

「お、おう。……猫の獣人がいたら、こんな感じなのかねぇ」

　獣人とは？　と考えれば、記憶が答えを弾きだす。

　動物が、その姿のまま大きくなって二足歩行しているヤツのことを、獣人と呼ぶらしい。

「猫の獣人はいないのか」

「今のところ確認されてるのは、鳥と犬だな。どっちも魔族だけどよ」

　どうやら人間以外は、魔族と分類されるようだ。

　思いの外、種族というものが多い。

　人間の場合は、住んでいる国で分類されるらしい。国籍？　考え出したら、キリがない。

　思考を中断しようと頭を振る。

　すると視界に自分の髪の端が映った。赤い。

　毛並みが気になるところだが、毛質が柔らかいことは、顔を洗っているときに知れた。

「いきなり頭振ってどうした？」

「ややこしい」

「あー、考えるのは苦手なんだっけか」

「うむ」

　色んな絵やら文字が頭の中をグルグルと回る感じは、どうしても馴れない。

「まぁ今までも、最終決断はリーダーに任せてたが、作戦の立案はオレかアクシスがやってたからな。リトは勘頼りなところがあるから、元々考えるのが苦手なのかもしれん」

「リト」

「オマエの名前だぞ」

「うむ」

　そうだ、自分だ。名前があるというのが、不思議な感じがして呟いてしまった。

　そうこうしている内にアクシスが戻り、部屋の外から閉じられたドアを開けてくれと言う。

　ガロンが部屋のドアを開けると、両手にお盆を持ったアクシスが入ってきた。

「ガロンはこちらをどうぞ。リトには念のため、手摑みでも食べやすそうなものを買ってきました」

「いい匂い」

　食欲が刺激される匂いにつられてアクシスに近寄る。

　スンスンと鼻を鳴らすと、アクシスが笑いながら、肉を手渡してきた。

「真ん中に串が通ってますから、それは嚙まないように」

「うむ」

　記憶が串とは何かを教えてくれるので、問題なく肉に齧り付く。うまい。肉以外にも野菜が刺さってるが、うまい。タレの味か。そうか。

　一人納得しながら咀嚼を続ける。

「オレも串焼き食いたくなってきた」

「まだあると思いますよ」

「買ってくる」

　一本食べ終わると、アクシスが追加を渡してくれた。

　アクシスは自分が食べ終わるまで、見てくれているらしい。

　もう何本か食べたところで、腹が満たされる。串の数は数えてない。

「お腹いっぱい」

「水分も取ってくださいね」

「ん」

　タレの付いた手を舐めていると、水の入ったコップを差し出される。ちょうど喉が渇いていたところなので、コップを受け取って舌を伸ばした。……何か違う気がする。

「飲みにくい？」

「舐め取るより、流し込んだほうが早いですよ。多分体が覚えてるんじゃないですか？」

　試しにアクシスの動きを見習ってコップを傾ける。

　水が口に入ってくると普通に飲めた。なるほど、確かにこっちのほうが早いし、たくさん飲めるな。

「お腹いっぱい。ふあぁ……」

「また寝るんですか？」

「睡眠大事」

「……常にこの調子だと困りますが、今日はよしとしましょうか。私が床で寝るので、そのままベッドを使ってください」

　やっぱり三人同室のようだ。

「床が好きなのか」

「そんなわけないでしょう。三人で泊まれる部屋がここしか空いてなかったんですよ。一人一部屋なんて贅沢ができる身分でもないですから」

「じゃあベッドで寝ればいい」

　大きなベッドではないものの、寄り添って寝られないこともない。

　空いてるスペースへ視線で促すと、戸惑った声が返ってきた。

「えっ、一緒に寝るってことですか……？」

「好きにすればいい」

　暑い日は床で寝るのも気持ちいいしな。

　自分はベッドで寝る。と態度で示して、目を閉じた。







◆◆◆◆◆◆







「オマエら、いつの間に抱き合って寝るほど、仲良くなったんだ？」

　瞼を持ち上げると、仁王立ちになったガロンが、ベッド脇から見下ろしているのが見えた。

「……一方的に抱き付かれて、身動きが取れないだけです」

　反論するアクシスの声を聞きながら、その胸に頰をこすり付ける。耳に伝わる心音が心地良かった。

「リト、起きたのなら、放してください」

「んー……」

「このままじゃ、ご飯の用意もできませんよ」

「ご飯」

　ならば仕方ない。渋々温もりを手放すと、金色の毛並みが目の前に流れ、窓から入る日差しを受けて輝いた。

　綺麗だ。

　その美しさに目を細める。

「おっ、アクシスに見とれてんのか？　よかったな、アクシス。猫から見てもオマエは美形らしいぞ」

「寝ぼけてるだけでしょう」

「綺麗だぞ」

　寝るために解かれたアクシスの金髪は、彼が動く度に小さな波を作った。波を目で追いながら、感想を述べる。

　すると一際波が大きくなった。

「照れてやがらぁ」

「照れてません！　美醜の感性があったことに驚いただけですっ」

　ベッドから立ち上がったアクシスは、手際良く髪を後ろで一つに結んだ。

　さざめく金色の波が見れなくなって、少し残念だ。

「では朝食を買ってきます」

「ちょい待ち。オレが行ってくるから、リトの身だしなみを整えてやってくれ。今日は修練場へ行くんだろ？」

「そうでしたね、分かりました」

　アクシスが部屋を出ようとしたところで、ガロンが代わりに出ていった。

　ガロンを見送ったアクシスは、手にブラシを持ってベッドに戻ってくる。

「服は上からマントを羽織ればいいとして、せめて寝グセを直しましょう。髪をとかすので、体を起こしてください」

「ん……」

　少し億劫ではあったものの、必要なことだという雰囲気が伝わってきたので、素直に身を起こす。

　頭をアクシスに預けると、魅惑の時間がはじまった。

　何だこれ、気持ちいい……。

「幸いなことに、馬車の都合がついたので、聖王国へは明日出発します。ただその前に貴方の身体能力を確認しておく必要がありますから、今日は冒険者ギルドの修練場へ行きます」

「……」

「リトは見た目通り、髪質が柔らかいんですね」

　一方的にアクシスは手と口を動かしていた。

「冒険者ギルドでは、注目を集めることになるでしょう。既に貴方が呪いにかかったという噂が広まっているようなので、心しておいてください。決して私やガロンから離れないように」

「……」

「……起きてます？」

　眠い。

　しかし意識はあったので、アクシスを見上げて起きていることをアピールした。

　自分と目が合うと、アクシスの動きが止まる。

「……勘違いしそうになりますが、貴方は何も考えてないんですよね」

　考えるのは苦手だ。否定することでもないので、そのままアクシスの碧い瞳を見つめ続ける。

　アクシスは少しだけ目を泳がせると、こちらに手を伸ばし、そのまま頰に置いた。

「猫、だから。……撫でられるのは好きですか？」

「ん……」

　特に好きも嫌いもない。

　置かれたアクシスの手に、頰をこすり付けたのは条件反射だった。

　あぁ、でも……。

「毛並み、乱されるのは嫌い」

「毛並み？　髪の毛のことですか？」

「うむ」

　本当は舐めて整えたいのだけど、今はアクシスのブラッシングで我慢する。

「髪、もっと」

「……抱き付かれると動きにくいんですが」

　気付いたら、腕をアクシスの腰に回していた。

　近くなった体温に安心する。

「嫌？」

「嫌では、ないですけど……」

　もごもごと返された言葉は不明瞭だ。

　しかし嫌なら態度に出るだろうと、回した腕は放さなかった。

「やっぱりオレが寝てる間に、距離が縮むような何かがあったのか？」

「ガロン!?　違います！　これは、リトが勝手に」

「ははっ、分かってるよ。どうやらリトに憑いたのは人懐こい猫みたいだな」

　朝食を持って部屋に戻ってきたガロンは、空いている手を自分の頭に伸ばしてくる。

　さっと避けた。

「何で避けんだよ」

「……ガロンには懐いてないみたいですね」

「ガロン、毛並み乱す」

「まだ根に持ってんのかよ!?　今度は大丈夫だっての」

　疑わしい。

　ジト……と、半目になりながら、近付いてくるガロンの手を見る。一度ぐらいは信じてやるべきか？

　ガロンは真剣な表情をしている。

　まぁいいか。そう考えを改めた瞬間。

　頭に到達したガロンの手が、わしゃわしゃと毛並みを乱した。

「フーッ!!」

「わはは、悪い悪い！　つい撫で回したくなるんだよ！」

　やっぱガロンはダメだ！

　アクシスを軸にして、ガロンから距離を置く。

「嫌われても知りませんよ」

「前が無表情だった分、反応が面白くてな」

「ガロン、嫌い」

「早速、嫌われてますよ」

「まぁそう言うなって。飯やるから」

「ご飯……」

　ガロンが買ってきた朝食を並べだし、その匂いにつられる。しかし警戒は怠らず、アクシスを壁にした。

「ほーら、うまそうだぞー！　あっ!?」

　手招きするガロンを尻目に手を伸ばし、肉が挟まれたパンをかすめ取る。うむ、いい匂いだ。

　アクシスの背に隠れながら、匂いの元を頰張った。うまい。硬めのパンに、肉汁が染みこんでいるところが特に。

「……なぁ、今の見えたか？」

「いえ……俊敏さは落ちていないようですね」

「むしろ増してる気がするんだが」

「流石にそれはないでしょう？」

　二足歩行になって馴れない動きも多いが、この指がわきゃわきゃ動く手は便利だと思う。

　しっかり物を摑めるところがいい。

　もっきゅもっきゅと口を動かしていると、喉の渇きを覚えて、アクシスを呼ぶ。

「アクシス、水」

「ガロン、水差しとコップを取ってください」

「すっかり世話役が板に付いたな」

「世話を押し付けてる人が何言ってるんですか」

「オレよりは適任だろ？　オレは嫌われてるようだしな」

「自分から嫌われに行っておいて、よく言いますね？」

　アクシスから水の入ったコップを受け取り、パンを片手に喉を潤した。うむ、やっぱり便利な手だ。

「情が移ると困るからな。オマエも線引きはしておけよ」

「分かっています。リトには元に戻ってもらわないと、困りますから」

「前衛で盾役いらずってのは大きいよな」

「ただそのせいで、前回は大ケガを負うことになったんですが」

「……やっぱメンバー増やすか」

「それもリトが戻ってからですね」

「ままならねぇな。とにかく飯食うか。このままだとコイツに全部食われそうだ」

　際限なく食べていたい気はある。

　しかし……と、ガロンの言葉に首を振った。

「お腹いっぱい」

「食べる量も前と変わらずか」

「体はリトのままですからね。水を飲む動作も、体が覚えているようです」

「だったら案外、剣も使えるかもな」

「だといいんですが……あ、リト、出掛けるんですから、寝ないでくださいよ」

　ベッドの上で丸くなろうとしているのを、アクシスに見咎められる。

「睡眠大事」

「十分寝たでしょう？　人間は、あまり寝過ぎないほうがいいんですよ」

　そうなのだろうか？　言われてみれば、眠気もさほど感じない。丸くなるのは止められないが。

　だったら、と二人の食事風景を眺める。

「尻尾があったら今頃揺れてそうだな」

「動物の耳や尻尾が生える呪いってあるんですかね？」

「あったら面白そうだよな。リトは猫耳も尻尾も似合いそうだしよ」

　ガロンの言葉に、二人の視線がこちらに集中する。

　居心地が悪くなった気がして、手の甲で顔を洗った。
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「リト、マントをバタバタしないでください」

　そう言われても、マントが体にまとわり付く感覚がどうも馴れない。

　アクシス曰く、防御魔法が付加されているので、着けておくに越したことはないらしいが。

　マントの他にも剣を渡されて背負っているが、そちらは気にならなかった。

「うーむ」

「マント自体は嫌じゃないんですよね？」

「マントは好き」

　あると安心する。けど着けて動くと落ち着かない。

「首輪と一緒で、馴れるのを待つしかないんじゃねぇか？」

「そういえば猫の事情に詳しそうですけど、飼ったことがあるんですか？」

「実家で飼ってるんだよ。だからこれでも構いたくなるのを我慢してるんだ」

　アクシスとガロン、二人に挟まれるようにして街中を歩いていた。

　途中足を止めそうになると、アクシスに腕を引かれる。

「あっち行きたい」

「気になるんでしょうけど、今は冒険者ギルドに行くのが先です」

　そんなやり取りを繰り返すこと数回。

　白い神殿とは全く違う雰囲気の、木で造られた大きな建物の前に辿り着いた。

　記憶が、冒険者ギルドについて語りかけてくる。




　冒険者の登録や派遣をおこなう施設。

　冒険者が集まる場所。




　そして冒険者ギルドは、どの街にも存在するようだ。

　ガロンが両開きのドアを開けて中に入る。

　中の雰囲気は雑多だった。

　あちらこちらで物音が立ち、話し声が聞こえる。

　しかしそれもアクシスが足を進めるにつれてやんでいった。

「春雷のアクシスだ。神速のリトもいるぞ」

「あれが噂のガストか……リーダーが呪いにかかったって？　どいつだ？」

　おかげで話してる内容が聞こえてくる。

　アクシスは人の声を気にした様子もなく、受付に向かって一直線に歩いていた。

　そこへ行く手を遮る者が出てくる。

「アクシス様！　あの、私……」

「売り込みなら遠慮してください。邪魔です」

　けれどアクシスは歩みを止めない。

　切り捨てるように言われた言葉に、女の子はショックを受けたようだ。目に涙が浮かんでいる。

　その様子を一緒に見ていたガロンは、苦笑を浮かべた。

「間が悪かったな、嬢ちゃん。今は余裕がなくてな。それとも嬢ちゃんは呪いに詳しいかい？」

「あ、いえ……」

「だったら悪いが、今は引いてくれ」

　ガロンが諭すと、女の子は泣きそうになりながらも大人しく立ち去る。

「モテる男は辛いねぇ」

「こんなときまで勘弁してもらいたいものです」

「力もあって、顔もいいってなりゃあな。しかも今は勇者候補の一人とくれば、ツバを付けたくもなるだろうよ」

「迷惑でしかないと、いつになったら気付いてもらえますかね？」

「一生無理だろ。オマエさんの場合、嫁を貰っても言い寄ってくる女は後を絶たねぇよ」

　世間一般的に、アクシスは男として魅力に溢れているようだ。綺麗な金色の毛並みだしな、と頷く。

「ほら、リトも同感だってよ」

「絶対違うこと考えてるでしょう」

「アクシスは綺麗だと考えてた」

「おおっ、言うねぇ」

　自分の返事に、ガロンが笑う。

　アクシスは無言になった。

　受付に並ぶ列の最後尾に着くと、あれよあれよと言う間に、先に並んでいた人たちが道を自分たちに譲りはじめる。

「Ａランクパーティーのガストだ」

「マジでこの街にいたんだ……あ、お先どうぞ！」

　アクシスとガロンが口々に礼を言いながら進めば、すぐに受付の担当者と対面することになった。

「お待ちしておりました、ガストの皆様。修練場の予約は承っております。このまま右手の通路をお進みください」

　案内を受け、説明された通路を進む。

　道を譲られたのも、呆気なく受付が終わったのも、自分たちのパーティーがＡランクという、上位ランクであることが理由らしい。

　ランクは、強さの証だった。うむ、強いのはいいことだ。




　修練場は外にあった。周囲が柵で囲まれていることから、ここも冒険者ギルドの敷地内であることが分かる。

　外……にいる割には、部屋の中にいるみたいだ。

　違和感を覚えて空を眺めていると、アクシスが違和感の正体を教えてくれた。

「ドーム状に魔力が張られているのが分かりますか？　外へ衝撃が逃げないよう、魔法で防御壁が張られているんです。他にも色んな魔法が使われているので、暴れても問題ありませんよ」

「それに今日は貸し切りだしな。とりあえず背中の剣を使えるかどうか見るか」

　これか。と、宿屋を出るときに渡された剣を抜く。

「聖王国への道中、魔物や魔族に遭遇しねぇとも限らないからな。極力オレとアクシスが前に出るが、呪われていても自分の身ぐらいは守れるのか、その確認だ。……あそこにある案山子かかしに向かって斬りつけてみてくれ」

　ガロンに言われ、剣を振るう。

　軽く一閃。

　剣を構えた後は、勝手に体が動いた。

　案山子が真っ二つになる。

「……能力スキルは使えるみてぇだな。どうだ？　剣を持った感想は」

「ん……」

「何か気にくわないのか？」

　しっくりはくる。けど、マントと一緒で、気に障らないというわけではなかった。

「両手、塞がれる」

「両手剣だからな。その分、威力が強い。他の武器もあるから、試してみるか？」

　ガロンが修練場の壁を指差す。

　そこには所狭しと、武器が並べられていた。

「使い慣れてるものが一番だと思いますけどね。……モーニングスターなんて誰が使うんですか？」

　アクシスの目が、トゲの付いた鉄球の上で止まる。鉄球は棒に繫がっていて、棒を振ることで、鉄球を目標に当てるようだ。

「そりゃ……冒険者に憧れる少年だろ」

「少年が振り回せるものでもないですよ」

「ロマンだよ、ロマン。こっちの鉤爪かぎづめなんかもそうだろ」

　ガロンが手に取ったのは、グローブから爪が三本、長く伸びたような形状をしたものだった。爪が刃になっている。研がれた刃が光を反射し、その鋭利さを物語っていた。

「それ」

「おっ、試すのか？　猫的に惹かれるものがあったか？」

　ガロンから鉤爪を受け取り、両手に装着する。

　爪を振るう際はグローブを握る必要があるものの、動かすのは片手ずつなので、両手剣よりは自由度が高い気がした。

　さっきと同じように、倒れていない案山子に向かって一閃を放つ。

　案山子は木っ端微塵になった。

「……おいおい、どういう原理だよ。アクシス、分かるか？」

「先ほどと同じ能力スキル、スラッシュの応用……だと思います。本来両手剣の刃から放たれるものが、鉤爪で使用したことにより、爪の刃それぞれから放たれたのではないかと」

「オマエ、鉤爪使ったことあるのか？」

「ない」

　リトの記憶では、両手剣の鍛錬しかしたことがなかった。

　しかし自分には爪に対して馴染みがある。といっても、四足歩行のときは、これほどの威力はなかったが。

「猫、だからか？」

「猫としての感性が、リトのポテンシャルを引き出したのでしょうか。呪いで、能力スキルの幅が広がるなんて、研究者が大喜びしそうですね」

　案山子を粉砕した手応えに、色々と試したくなって、まだ残っている案山子に向かった。

　前傾姿勢になり、目標を定める。

　二足歩行になったので、跳躍力に心配があった。が、心配は杞憂に終わる。

　跳躍をイメージすると、体が応えてくれたからだ。

　一度案山子を跳び越え、着地と同時に反転。振り向く遠心力を利用して鉤爪を振るう。

　攻撃が当たった案山子は吹っ飛んだ。楽しい。

　吹っ飛んだ案山子の後を追い、跳んで空中で一閃。案山子が粉々になる。楽しい。

「おーおー、はしゃいでらぁ」

「聖王国までの道中、前衛はガロンにお任せしますね。私はリトの前に出たくありません」

「オレだって嫌だよ!?　下手すりゃ一緒に葬られるじゃねぇか！」

「……どうします？」

「……猫に連携っつー概念があればなぁ」

「リトの記憶があるなら……」

　残っていた案山子の頭を転がしているところで、視線を感じてアクシスに振り返る。

　そういえば二人は狩りの練習をしないのかと首を傾げた。

「無理そうですね」

「当初の予定通り、敵が現れたらオレとアクシスで処理だな。鉤爪は使えそうだから貰っとくか」

「貰えるんですか？」

「あったところで誰が使えるんだよ。飾りでしかないなら、貰っても文句はねぇだろ」

「鉤爪がいい」

　両手剣も扱えないわけじゃない。

　むしろリトの体には合っていると思う。けれど自分としては鉤爪のほうが使いやすかった。

「リトもこう言ってるしな。冒険者ギルドにはオレから話をつけておく」

「顔が広くて助かります」

「伊達に年はくってねぇからな。まぁ自分の身ぐらいは守れそうなことが分かっただけでも、よしとするか」

「その点に関しては予想以上でしたね。まさか能力スキルの応用が利くなんて……しかも動きも悪くありません」

「元々のリトの体と猫の相性が良かったんだろうな。おい、無理をして体が痛くなってねぇか？」

「ない」

　ガロンの質問に、首を振る。

　跳躍も体が応えてくれたからできた。多少柔軟性には問題があると感じるものの、今の体に大きな不満はない。

「そう考えると、リトはやっぱ凄かったんだな」

「ソロでＡランクの冒険者ですからね。最高位のＳランクも目前と言われてましたし」

「よく仲間にできたな」

「説得に時間がかかったのは、ガロンも知ってるでしょう？」

　小柄な割に、リトは強かったらしい。うむ、強いのはいいことだ。弱くては生き残れない。

　リトは生き残るために強くなった。

　アクシスとガロンとパーティーを組んでからは、仲間を守るために強くなった。

　不器用な自分を必要としてくれた、二人の大切さを記憶が語る。

「二人が大切」

「リト？」

「だから強くなった」

　リトは勇者候補になるつもりはなかった。

　けど二人が望むなら、同じ目標を持つのもいいかと思ったんだ。

　アクシスとガロンを見る。

　二人はなんとも言えない顔をしていた。

　ガロンが頭を搔きながら口を開く。

「あー……なんだ、その」

　しかし出てきた言葉に意味はなかった。

　アクシスは宙に視線を彷徨わせながら呟く。

「リトは、何も言いませんでしたからね」

「無口だったからな、アイツ」

　自分が考えるのが苦手なように、リトは思っていることを口にするのが苦手だったようだ。

　それでも伝えたいとは思っていたようなので、口を開く。

「アクシスは、狩りにも精通していて、弓の技術、魔法の技術共に素晴らしいと思っている」

「……これでもエルフの血を引いてますからね」

「ガロンは、情報収集に長け、視野が広く、世渡り下手な自分としては見習いたいことが多い」

「人生経験の差だな。しかしいいのか？　勝手に喋って」

　それはリトの記憶だろう？　とガロンが問う。

「リトの記憶だ。けど、問題ない。リトが二人に隠したいことは一つだけらしい」

「ちょっ!?　それを言ったらダメでしょう!?」

「ダメなのか？」

　隠したい内容は話していないぞ。

　首を傾げると、アクシスは溜息をついた。

「誰でも隠したいことの一つや二つはあるでしょうから、詮索はしませんけど……」

「気にならないって言やぁ噓になるしな」

　ガロンも思うところがあるのか、顎のヒゲを撫でている。ヒゲいいな……。自分も伸ばせるのだろうか。あぁ、似合わないのか。

　自問にはすぐに答えが出る。

　リトは自分にヒゲは似合わないと思い、剃っているようだ。あと体質的に生えにくくもあるらしい。

「でもまぁ、今日はうまい酒が飲めそうだ！」

「飲み過ぎないでくださいね。明日出発なんですから」

　アクシスの注意に、ガロンはいい笑顔で頷いていた。





０２．吾輩は、性を知る




「うぇっぷ……馬車の揺れが堪えるな……」

「だから昨日、飲み過ぎないでくださいって言ったでしょう。はい、酔い覚ましの薬草です」

　聖王国へ向かう馬車は相乗りで、自分たちの他にも人がいた。

　そんな中でガロンは出入り口を陣取り、顔を青くしている。

「今日は川の傍で野宿らしいですから、そこで水浴びでもしましょう」

「そうだな……この辺りはまだ人通りが多いから、魔物も出てこねぇだろうし……」

　野生の動物と同じく、魔物も基本的に人里には寄りつかない。近付けば討伐されることを理解しているからだ。

　魔物が人里を襲うのは、食料危機などで必要に迫られたときに限られた。

　故意に人里を襲うのは魔族で、そちらは女性を拐かどわかしたりと性質が悪い。

「盗賊の出没情報も今のところないようですね」

　アクシスは冒険者ギルドで予め確認していた情報を口にする。

　こういった旅には不可欠な情報の共有ができるのも、冒険者ギルドの利点だった。

「気を張らないでいられるのは助かるな。しかしなぁ、アクシス。懐かれてるのも分かるが、リトの自由にさせすぎだぞ」

「すみません、つい……」

　自分は馬車でも丸くなっていた。

　頭をアクシスの膝に乗せると、アクシスが頭を撫でてくれる。

　彼はガロンと違い、毛並みに沿って撫でてくれるので、手の動きに安らげた。

　ガロンに指摘され、止まった手に、頭を押し付ける。

「アクシス、もっと」

「リト、人目もありますから……」

「んー、もっと」

　ぐりぐりぐり。

　頭をアクシスの手に押し付けていると、終いには位置がズレて、アクシスのお腹に当たった。

　頭が全部アクシスの膝に乗る形になり、安定感が出る。うむ、これはこれで悪くない。

「おじさんはもう何も言うまい……」

「ガロン！　諦めないでくださいよ!?　リトもどうしたんです？　今日は随分と甘えてきますけど」

「んー……なんかモゾモゾする」

「モゾモゾ？」

　頭やお尻が落ち着かない。

　それもあって、アクシスに頭を撫でてもらっていると、気が休まった。

「ケガの療養もあって体を洗えてねぇからじゃねぇか？　それも川に着くまでの辛抱だな」

「そうですね。リトにも人間の体の洗い方を教えないと……」

「アクシス、頭、撫でて」

「もう……川に着くまでですよ」

　結局、馬車が予定していた場所に着くまで、アクシスは頭を撫でてくれた。アクシスは優しい。

　川に着くと、馬の手綱を握っていた御者は、慌ただしく馬の世話をはじめる。

　相乗りしていた人たちは、めいめい野宿の準備に取りかかった。といっても、馬車から降りて炊飯をする程度で、寝るのは馬車を利用するみたいだ。

　自分たちは何かあったときに、すぐに動けるよう外にテントを張る。

「よし、完全に日が落ちる前に水浴びするか」

　川辺で水中を覗き込んでいると、ガロンに肩を叩かれる。

　ガロンは言うや否や、着ていた服を脱ぎだした。その隣でアクシスも服を脱ぎはじめる。

　解かれた金髪が宙を舞い、ほどなくして均整の取れた筋肉が露わになった。アクシスの白い肌に贅肉は一切なく、どこも引き締まって見えた。

　ガロンにもたるんだところは見受けられないものの、肉付きはアクシスより良さそうだ。筋肉が盛り上がった小麦色の肌は、ムチムチしている。

　どちらもおいしそうだ。

　そう思った瞬間、下半身に違和感を覚えた。これは……。

「服は脱げますか？　脱ぎにくいなら、両手を上に挙げてください」

　アクシスに言われて、両手を挙げる。

　すると上へ抜き取るようにして、アクシスが服を脱がしてくれた。

　ついでにズボンを下ろされたところで、動きが止まる。

「あの……リト？」

「ん？」

「えーと……その……」

　アクシスは自分の股間を見たまま口ごもった。

　こちらの様子がおかしいことに気付いたのか、先に川に入っていたガロンがザブザブと音を立てながら近付いてくる。

「どうした？　……あん？　何でリトの股間がいきり立ってんだ？」

「知りませんよ……」

「まぁ若いからな。溜まってたんじゃねぇか？　しかし……不能じゃなかったんだな」

「ガロン!?」

「いや、だってコイツ、花街に誘っても断るだろ？　女に興味ねぇのかと思っても、男を買うわけでもねぇしよ。若い盛りだってぇのに。アクシスだって不思議に思ってただろ？」

「それは……まぁ。ところで、リト、大丈夫ですか？」

　発情は悪いことじゃない。子供を作るのに必要だ。

　だから大丈夫かと問われれば、大丈夫なんだが……。

　下半身の熱の持っていきように困り、アクシスにこすり付ける。

「リト!?」

「そういやぁ、猫が自慰をするなんて聞いたことねぇな」

「ガロンも暢気に言ってないで!?　リトもやめてください！」

「んー」

　と言われても、腰の動きは止まらない。

　熱を放ちたいのに、放てない。

　もどかしい焦燥だけが募っていく。

「アクシス、どうすればいい……？」

「えぇっとですね……」

「抜き方を教えてやればいいだろ。こうして指で輪っかを作るんだよ。んで、その輪っかに息子を入れて扱く」

　ガロンの手の形を真似、言われた通りに、指の輪っかに竿を入れた。

「後は自分の気持ちいいように手を動かすだけだ」

「んっ……」

　二人の前で腰を振り、竿を扱いた。なるほど、少しずつではあるものの、焦燥感が治まる。

「はっ……ぁ……、ガロン、こう……か？」

「えっ……あ、そ、そうだな！」

「リト、私たちは向こうに行ってますから！」

　急に離れて行こうとするアクシスの腕を、空いていた手で摑む。

「待って」

「いや、あの……」

　一人にされるのは心細い。

　発情は四足歩行のときにも覚えがあるが、二足歩行になってからは、はじめてだ。

　似たような感じではあるものの、全く一緒ではない感覚に不安になる。

「ここにいて。見てて」

「えっ」

「そういうプレイか？」

「ガロン！　流石に、そんな考えはないでしょう」

　不安も、二人がいれば大丈夫な気がした。

「おねがっ……んんっ、はっ……ぁっ」

「……」

「……」

　喘ぎを上げると、二人が黙り込む。

　どこかに行くのは止めてくれたようで、自分は二人の視線を感じながら、次第に手の動きを速めていく。

　でも望む瞬間がやってこない。

　もどかしさに、首を振った。

「あっ、ん……ふっ……いけ、ないっ」

　先ほどより竿は硬くなっている。

　アクシスとガロンの視線を感じたときは、ゾクゾクと背中に走るものもあった。

　けど、終わりが来ない。

「あーくそっ」

「ガロン？　どうするつもりです？」

「今回は……何だ、特別だ。そうだろ？」

　ふいに傍にきたガロンを見上げる。

　下半身の熱に体が侵され、視界は潤んでいた。

　ガロンと目が合ったと思うと、次の瞬間には瞼に唇が当たる感触がする。

「ちょっと、ガロン!?」

「だから、今回は特別だって。イケねぇのも、可哀想だろ。……くそっ、なんて顔しやがる」

　ガロンは自分の顔を見下ろしながら、腕を腰に回した。

　筋肉ののった腕に肌を撫でられて震える。

「んぁっ」

「少しの辛抱だからな。オマエ、思いの外感じやすいのか？　それともオレたちに見られてるからか？　ん？」

　尻を撫でた手で、脇腹をくすぐられる。

　ガロンの手が、肌の上を滑る度に、体が小刻みに弾んだ。

「ひんっ、あっ……はっ……んんっ」

「ほら、アクシスにも感じてるところを見られてるぞ」

「アク、シス……ぁあっ！」

　ぼんやりとした視界で、アクシスの顔を見上げたときだった。胸にピリッとした痛みが走る。

　ガロンの指先が、乳首の尖端を抓んでいた。

「乳首もこんなに硬くなってんじゃねぇか。下も下で、先走りが出てるしよ。オマエ、ストイックな顔して、実はこういうのが好きだったのか？」

「んっ……ガロン、乳首、放してぇっ」

　喋りながら指でこねくり回されて悶える。

　全身からは汗が噴きでていた。

「でも気持ちいいんだろ？　ん？　どうだ、何だったらアクシスにも触ってもらうか？　アクシスに撫でられるの好きだもんな？」

「あっ、あっ……！　アクシス、撫でられるの、好きぃ……っ」

　頭を撫でられると安心する。

　今までの感想をそのまま口に出しただけだった。

　しかし次の瞬間、肌の上で躍る手が増えて、咄嗟にガロンにしがみ付いた。

「ひぅうん！　あぅっ、待って、いっぱい……！」

「リト、私に撫でられるのが好きなんですか？」

「んぅぅっ、好き、好きっ……だけど、あっ！　お尻はっ、だめぇっ」

　アクシスの手に尻を揉まれ、咄嗟に自身を扱いていた手で、その腕を摑んだ。

　アクシスも自分に触れてきたことで、ガロンが笑う。

「なんだ、アクシスも煽られたか？」

「こんなリトを見せ付けられたら誰だって……」

　会話しながらも、二人のイタズラな手は止まらない。

　乳首を抓まれたと思ったら、脇腹をくすぐられ、太ももの付け根を揉まれる。

　終いにはアクシスの舌が、耳の中に入ってきた。

「やぁんっ、んぁ！　あっ！」

「ちゅっ……ほら、自分で扱かないと、いつまでもイケませんよ？」

　手を取り、自身を扱くよう促される。

　竿を握る手の上に、アクシスの手も重なった。

　その合間も、アクシスは耳からこめかみ、首筋にと吸い付いてくる。肌を吸われる度に、全身が熱に焼かれた。

「あんっ！　あっ、あっ……！」

「ちっ、いい声で啼きやがる……」

「ガロン、何をするつもりです？」

「素股ぐらいバチは当たらねぇだろ」

「素股って……」

　言うが早いか、ガロンは自分の背中に回り、股に彼の熱を挿入してきた。

「リト、膝合わせて、足、閉めとけよ」

　そして腰を振りだす。

　後ろから睾丸を突き上げられ、嬌声が漏れた。

「ひぁっ!?　あん、や、当たって、あっ！　あっ！　ぁあ！」

「オマエも、しっかり、感じてんじゃ、ねぇか、よっ」

「やぁっ！　あっ！　んぁっ！　腰、放してぇっ」

　がっしりと両手で腰を摑まれて、熱を打たれる。

　ガロンが前後に腰を打つ度、肉のぶつかる音が鳴った。

　しかし刺激はそれだけで終わらない。

「リト、私のことも忘れないでくださいね？」

「ひゃうぅ!?　待って、アクシス、今、だめぇっ」

　問答無用に、自分の手ごと竿を扱かれた。

　ガロンの腰を打つ震動に合わせて、自身も扱かれる感覚に、瞼の裏でチカチカと星が散る。

「あんっ、あっ！　アクシス、ぁあっ！　もう、出るっ、出るぅぅうっ」

「いいですよ、それが目的なんですから」

「おうっ、オラ！　男に尻を打たれながら、イッちまえ！」

　はっはっ、と背後からガロンの荒い息づかいが聞こえてくる。

　尻を打たれ、熱の中心を扱かれる感覚に、遂に一瞬、息が止まった。

「うっ……は、ぁぁああ！」

　自分という存在が世界から消える。

　そんな錯覚に体を支配されながら、熱を放出した。

　ガロンも最後には、自分の尻の割れ目に熱をこすり付けた。

「っ……やべぇ、クセになりそう」

「ガロン、場所を替わってください」

「お？　アクシスもか？」

　脱力する体を二人に支えられながら、新たな熱が股間に出現する。

「リトも、もう一回ぐらいイケるでしょう？」

「ふぇ……？　あっ、また……！」

　長い指に腰を摑まれ、今度はアクシスに尻を打たれた。

　その衝撃に体が震える。

「次はオレが前担当か」

「え？　あぇ？」

　展開に頭がついていかない。

　しかし混乱していられるのも束の間で、また快感を伴う熱の奔流が体を襲った。

「やぁっ、あっ！　乳首、吸わないでぇっ！」

　ガロンのヒゲが胸に当たる。

　ちゅうっと、乳首を吸われる度に体がのけぞり、汗が飛んだ。

「んっ、こんだけ感じるっつーことは、素質あんのかねぇ？」

「少なくとも、萎えてませんしねっ」

　前後で全く違う刺激を与えられ、息が上がる。

「はっ、あっ！　あっ！　あんっ、もう！　おかしく、なるぅっ……あっ、あっ、あっ！」

　ただ暑くて。

　快感が体を駆け巡る感覚に、涙が浮かんだ。

「ひぅ、うっ……あっ、またぁっ」

「いいですよ、イッて」

　言いながら、アクシスに尻を摑まれた。

　ガロンには胸を舐め回され、トドメとばかりに乳首を吸われる。

　手の中で自身が再度硬さを取り戻していた。扱く手の動きを止められない。

　気持ちいい。イキたい。思考が一色に染まる。

「あぁっ！　いいっ、んっ、んぅぅ……イクぅうううっ！」

　太ももが痙攣した。

　立っていられなくなり体を投げだすも、腰はしっかりとアクシスに抱かれている。

　戦慄く口から息が漏れた。

「ぁ……あぁ……」

「……本当に、クセになってしまいそうですね」

　こめかみにキスを落とされたところで、意識が遠のいた。







◆◆◆◆◆◆







「んっ……ふ……」

「ほら、馬車の中ですから、声は抑えてくださいね。周りの人に聞こえてしまいますよ？」

　服の裾から進入したアクシスの手が乳首を転がす。

　馬車が動く震動も相まって、痺れるような快感が腰に広がった。

　声を出すなと言われたので、顔をアクシスの胸に押し付けることで耐える。

「……オマエ、その顔で鬼畜かよ。誰だ、今回が特別とか言ったヤツは」

「言ったのはガロンでしょう」

「しかし呪いが解けた途端、斬り殺されねぇだろうな、オレら」

「そう思うなら、リトのズボンから手を抜いたらどうです？」

「ここまで来て後戻りできるかよ」

　ぐにぐにとガロンの指が尻の蕾を刺激する。内臓を直に触られて、額に汗が滲むのが分かった。

　二人に自慰を手伝ってもらってから数日、やたらと体を撫でられることが増えていた。

　嫌な感じはしないので、好きにさせているものの、体が熱を持って頭がボーっとする。

「ん、んんっ」

「痛かったら言ってくださいね。軟膏を塗りますから」

「アクシス、暑い」

「水を飲みますか？」

「ん」

　アクシスが水筒の飲み口を近付けてくれるので、そのまま口を開けた。ゆっくりと水が注がれ、喉が潤っていく。

「案外、嫌がらねぇもんだな。猫って構い過ぎると逃げるだろ」

「気持ちいいのが好きなんじゃないですか？　頭を撫でるのも長時間ねだられますし」

「これも撫でられてる延長なのか？」

「本人に聞けばいいじゃないですか。リト、気持ちいいのは好きですか？」

　アクシスに顎を持たれ、上を向かせられた。

　指先で喉元を撫でられて瞼が震える。

「ん、好き……」

　惚ける思考の中でそう呟けば、よしよしとアクシスに頭を撫でられた。気持ちいい。

「だそうですよ？」

「あぁー……もう反則だろ。何だよ、そのトロけ顔はっ」

「反則ですよね。前の無表情を知っているだけに」

「オレとしては、抵抗のないオマエにも驚きだがな。オレは女も男も気にせず抱けるけどよ」

「好き好んで男性を抱きたいとは思いませんけど……リトは別ですね。別格、と言いますか」

「そういやぁ、憧れてたんだっけか」

「神速のリトと言えば、冒険者なら誰だって憧れるでしょう？　ソロでゴブリンの群れを掃討したのは有名な話ですし」

「その憧れの相手に、オマエはイタズラしてるわけだな」

「後ろを馴らそうとしてる人に、言われたくありません」

　そろりとアクシスの指に脇腹をくすぐられて、喉がヒクついた。堪らず、彼の青いマントを摑む。

　同時に体内へ進入しているガロンの指に、ある一点を突かれ腰が跳ねた。

　ビリビリとしたものが、爪先にまで走る。

「はうぅっ」

「おっ、ここか？」

　刺激から逃れたくて、アクシスに抱き付いた。

　けどガロンの指が執拗に後を追ってくる。

「やっ、やぁ！」

「リト、声を抑えて」

「んぐっ」

　口を手で押さえられた上で、アクシスの胸に抱かれた。

　辛うじて塞がれていない鼻で、フーッ、フーッと息をする。

「前立腺ですか？　どこです？」

「オレが今押してるとこだ」

　必死で呼吸を確保している間に、中へ進入する指が増えた。

　前もって軟膏が塗られているのか、難なく後から入った指も、ある地点へ到達する。

「分かるか？」

「なんとなく……ですけど。ここがリトの感じるポイントなんですね？」

「んーっ！」

　コリコリと指で押される度に、痺れが全身に渡った。今まで感じたことのない快感に涙が浮かぶ。

　ズボンの中では自身が硬くなり、尖端からも雫が溢れているのが分かった。

　地団駄を踏みたくなる感覚から逃れる方法を探すも、摑んでいるアクシスのマントに皺を作るのが精一杯だ。

「次は町に寄る予定でしたよね？」

「水と食料を買い足さないとな。他に何かいるものあるか？」

「指より拡張できるものがあったら欲しいんですけど」

「鬼畜か。……小ぶりの野菜でも探すか」

　与えられ続ける快感に、もう為す術はなかった。

　体を二人に預け、感じるままに背を反らす。

「乳首もぷっくりしてきましたね」

「やり過ぎると、服でこすれるだけでも痛くなるぞ」

「経験談ですか？」

「うるせぇ。適度に軟膏塗ってやれ」

　暑い。

　そして頭と、お尻が熱い。いつしかモゾモゾとしたものを感じていた場所が熱を持っていた。

　倦怠感に寝よう、と思い、目を閉じる。

　その暗闇の中で、記憶の中のリトが、苦笑しているのが見えた。




〈隠す必要なんてなかったんだな〉




　仲間である二人に、ずっと性欲を抱いていたこと。

　それがリトの、唯一の隠し事だった。







◆◆◆◆◆◆







　久しぶりにスッキリとした頭で目が覚めた。

　それが硬い馬車の荷台ではなく、柔らかいベッドの上でだったことに首を傾げる。

「リト、オマエ黒猫だったんだな……」

「他に言うことがあるでしょう!?　リト、大丈夫ですか？　昨日は一日寝たきりで起きなかったんですよ」

　なるほど、たくさん寝たからスッキリしているらしい。

　ただアクシスが水の入ったコップを持っているのを見て、喉が渇きを覚えた。

「水……」

「汗もたくさんかいていたので、よく飲んでください。耳と尻尾以外に体調の変化はありますか？」

「耳と尻尾……？」

　起き上がると、お尻の割れ目の上から尻尾が伸びていた。

　ゆらりと揺らぐ尻尾を手で捕まえる。見覚えのある黒い尻尾は間違いなく、猫のときのものだった。

「尻尾が生えるのは、まぁ分かるとして、人間の耳がなくなって猫の耳が生えるのはどういう原理だ？」

「知りませんよ……強いて言うなら、魔力によるものでしょうか。こんな短期間で急激な変化を起こすんですから」

「そう考えたほうが妥当だな。しかしまぁ、解呪する日に生えなくてもいいだろうに」

　解呪。

　その言葉が意味するところから察するに、聖王国には無事に着けたようだ。

「……むしろまだこの段階でよかったのかもしれません。このまま獣人になる呪いなのかもしれないんですから」

「猫の獣人か。おいおい、ってことは、魔族も元は人間だった可能性が出てくるじゃねぇか」

「私には何とも。仮に元が人間でも、今では対立しているのですから、状況は変わりませんよ」

「それもそうか……。神官との約束は昼からだったな」

「はい。この街の神殿で会う予定です」

「一発ヤる時間はねぇか……」

「ガロン!?」

「いや、最後かもしれねぇだろ？　少なくとも、猫とは最後になる」

「それは……」

　んー、と伸びをする。

　耳と尻尾が生えたものの、体の調子は良さそうだ。

　なんとなくアクシスとガロンの雰囲気が不穏ではあるが。

　――ふと、鮮明になった意識の中で、気付くことがあった。

　寝付く前までの猫としての意識より、リトとしての意識のほうが強くなっているのだ。

　しかし二人にどう説明したらいいのか分からない。

　とりあえずベッドの上で丸くなる。ちゃんと尻尾も一緒に動き、体の縁をなぞった。

　定番になりつつある体勢に違和感はない。

　体はもう猫であることを受け入れているようだ。

　だとすると武器も両手剣から鉤爪に変えたほうがいいのだろうか。

　修練場のことを思いだす限り、そちらのほうが今の体には合っている。両手剣の修業、大変だったんだけどな……。

　何せ小柄な自分が、大剣を振るうのだから。

　足りない筋力を魔力でまかなうのにとても苦労をした。おかげで補助魔法の扱いには長けたが。

　考えごとをしながら、うつらうつらしていると、アクシスに頭を撫でられる。うん、猫でいるのも悪くない。むしろ猫でいたほうが、愛想のない自分より可愛がってもらえるんじゃないだろうか。

　耳の付け根をアクシスの指がかすめると、その気持ち良さに腰がブルリと震えた。もっと撫でて欲しい。

　頭をアクシスの手に押し付けると、苦笑が降りてくる。

「こうしていられるのも……もう終わりですか」

「別に解呪後も撫でさせてもらえばいいじゃねぇか」

「斬り殺されるかもしれないのに？」

「それは言うなって」

「言い出したのはガロンでしょう」

　別に斬り殺さないけどな。

　けど、今の自分が何を言ったところで、二人は納得しないだろう。二人にとって今の自分は猫でしかない。

　しかしこの猫はどこにいたんだろうか？

　リトとしての意識が戻り、猫の記憶を探ると、見たことのない風景が広がっていた。黒い道に、やたら早い四足歩行の四角い生物。建物は空に到達するんじゃないかと思えるほど、高くそびえていた。

　世界は広い。自分の知らない場所があっても不思議ではないけれど……なんとなく猫がいた場所は、この世界には存在しない気がした。

「そろそろ、時間ですね。リト、起きてください」

　ぼんやり考え事をしている内に、時間が経っていたようだ。

　アクシスに促されてマントを着る。腰には鉤爪を下げ、両手剣は背中に背負った。

「今日はバタバタしないんですね」

「バタバタ？」

「マントを着けると、いつも居心地悪そうにしていたでしょう？　馴れましたか？」

　そういえばそうだったかな。服は最初から着ていたので受け入れられたものの、後から着けるマントには、違和感を拭えなかった。

　むしろ今日は追加で、頭にも布を巻いているので、そちらのほうが気になる。触ったら解けそうなので我慢するが。

　出掛ける準備が終わると、アクシスに手を引かれた。

　自分がどこかに行ってしまわないようにか、ガロンも傍に寄り添っている。うん、猫いいな。

　二人に気にかけてもらえるなら、もうこのままでいい気がしてくる。

　……でもそれだと、二人を騙してることになるんだよな。

　リトとしての意識が表面化しているだけで、猫としての自分が消えたわけではないとしても。

「運良く解呪に精通してる神官が見つかってよかったな」

「そうですね、最悪王都まで行くのを覚悟していましたから」

　ここは聖王国に入ったばかりの、国の端にある街らしい。治癒魔法を得意とする神官を多く抱えるお国柄か、国の端と言えども、白いローブを着た人をよく見かける。

　勇者候補である冒険者パーティーには、聖王国の神官をメンバーに加えているところもあった。

　ただそれには相応の制約もあるので、自分たちのパーティーに神官を入れる予定はない。




　冒険者ギルドと同じく、神殿も街に一つは必ず存在する。

　建物の見た目はどこも似通っていて、この街にある神殿も見事な白塗りだった。

　受付で約束があることを告げると、中へと案内される。

「お待ちしておりました。勇者候補パーティーのガストのご一行ですね」

「サイネ様、この度はお時間を作っていただき、ありがとうございます」

　現れたのは、神官らしく白いローブをまとった、二十代ぐらいの青年だった。青い髪を肩で切り揃えている外見には、神秘的な雰囲気が漂っている。

　先に会っていたアクシスが、サイネに頭を下げる。

　こちらの事情も一通り、そのときに説明してくれているようだ。

「ガストといえば、最初に勇者の称号を得ると目されている方々。こちらこそお会いできて光栄です」

「噂で終わらなければいいのですが……。こちらがご相談させていただいた、リトです」

　アクシスに促されて一歩前に出る。

　同時に頭に巻いた布とマントを外した。

　現れた耳と尻尾に、分かりやすくサイネは目を瞠る。

「これはこれは……可愛らしいと言ったら、失礼ですね」

「解呪できそうですか？」

「まずはどういった呪いか確認しましょう。リト様、床に描かれている魔方陣の中心に立ってください」

　言われた通り、円を描く魔方陣の中心に立つ。

　サイネが手をかざすと、魔方陣が光を放ち、明滅をはじめた。

　今のところ、自分に変調は感じない。明滅する光が少し眩しいくらいだ。

「ふむ……」

　静かな時間が続く。

　アクシスとガロンは魔方陣の外から、こちらを見守っていた。

「これは……呪いと似て非なるものですね」

「えっ」

「解呪できねぇのか!?」

　サイネの言葉に、自分より先にアクシスとガロンが声を上げる。

　ガロンの問いに、サイネは頷いた。

「そもそも呪いではありませんから、解呪はできません」

「説明はしていただけるのでしょうか？」

「僕に分かる範囲でしたら。長くなりそうですから、座ってお話ししましょうか。クッションを用意させます」

　サイネが部屋の外へ声をかけると、ほどなくしてクッションと飲み物が用意される。

　魔方陣を避けるよう部屋の隅に皆で移動し、話をするべく腰を下ろした。

「まず呪いには二種類あります。一つは体にかけるもの、一つは魂にかけるもの。リト様のご様子は、そのどちらにも見えますが、体と魂の二つにかける呪いは存在しません。そして実際、魔方陣で確認したところ、どちらにも呪いはかかっておりませんでした」

「では何故、リトに猫が憑いたのですか？」

「それは先の戦闘で受けた、大きなケガが起因していると思われます。あまりにも大きな攻撃に晒され、リト様はそのとき、体だけではなく魂にもケガを負ったのでしょう」

　真剣な面持ちのサイネが、自分を見る。

「本来、傷を負った魂を修復する術はありません。魂は、我々神官が唯一治癒することのできない部分なのです。それをリト様は、ご自身の魔力で、無理になされたのだと思われます。神速のリト様と言えば、膨大な魔力でご自身を強化されることで有名ですから。きっと無意識に、体を強化するように、魂をも強化しようとなされたのでしょう」

　しかし、魂は治癒することも強化することもできない。

　そんな不可能なことを可能にしたのが、黒猫だったのだと、サイネは言葉を続ける。

「たまたま同時期に存在していた黒猫の魂が、リト様の魂と波長が合い、癒着を起こしたのではないかと推測致します。傷を負い、欠けた魂を、黒猫の魂が補ったのです。おかげでリト様は命を繫ぎ止めましたが、同時に黒猫の命も、我が身に宿してしまったのではないでしょうか」

「では、リトは、ずっと黒猫のままなのですか……」

　アクシスの質問に、んー、とサイネは首を傾げた。

　切り揃えられた彼の髪がサラサラと揺れる。

「それなのですが、耳と尻尾が生えたのは今日になってからなのですよね？　僕の推測通りなら、リト様は今まで通り、リト様でもあり、黒猫でもあるのです。どちらか片方ということは、考えられないんですよ。どちらの魂も存在しているのですから」

　そこでサイネは自分に水を向ける。

「リト様、どうなのですか？」

「……確かに、どちらも存在している」

　自分の返答に、サイネは満足そうに頷いた。

　しかし両隣にいた、アクシスとガロンが騒ぎだす。

「えっ……えぇっ!?」

「待ってくれ、理解が追いつかない！」

「自分も全てを理解できたわけではない、が……。サイネ様の推測には納得できた」

　神殿で、老婆に叩き起こされたときからのことを思いだす。

　少し余計なことまで思いだして、股間が熱くなったが今は忘れよう。

「神殿で目を覚ましたときは、猫としての意識のほうが強かった。しかし、今は人間のリトとしての意識のほうが強い気がする」

　転換期は、きっと寝込んでいた昨日だろう。

　自分の言葉を受けて、サイネが続きを引き取る。

「聖王国に来られるまでは、魂が癒着したばかりで不安定だったのだと思います。そして遂に、リト様と黒猫の魂が一体化した結果、耳と尻尾が生じたのではないでしょうか。ちなみに耳と尻尾が生える事例は他にもあるんですよ」

「あんのかよ!?」

　他の事例にガロンが食い付く。

「昔、魂について研究していた神官がいたのですが、その神官が飼っていた愛猫を亡くしましてね……。そのとき咄嗟に神官が、愛猫の魂を呪いという形で、自分に被せてしまったのです。これは体にかけた呪いでしたので、解くことが可能でしたが、最期まで神官が解呪をおこなうことはありませんでした」

「おおう……」

「おかげで動物を飼っている神官が、その動物が亡くなる際に、自分に呪いをかける事例が増えていて困っているところです。しかし本人たちの気持ちを考えると、強く言うこともできず……」

「なんだ、神官も色々あるんだな……」

　獣の耳と尻尾が、魔族である獣人を連想させないかと少し心配していたが、それも杞憂らしい。

「耳と尻尾だけで、他は完全に人間ですからね。そういう呪いがあると神官なら知っているので、獣人だとは思いません。リト様も、愛猫を亡くして自分を呪われたのだと、他の神官からは生温かい目で見られるでしょう」

「リトが獣人化することはないんですか？」

「ないでしょうね。黒猫の魂と癒着したものの、体はリト様ですから。耳と尻尾がせいぜいだと思います」

「けど、呪いじゃない分、リトの耳と尻尾は死ぬまでこのままなんですね」

「似合ってるしいいんじゃねぇか？」

「そういう問題ですか？」

　そういう問題かなぁ？　と他人事のように、丸くなる。

　座ってる体勢より、こちらのほうが楽だった。

　窓から入る日差しがポカポカして温かい。

「性格も多少猫化すると思われますが、これも治せるものではないでしょう」

「後は戦闘面で問題がなけりゃいいんだがな。リト、その辺どうなんだ？」

　ガロンの問いには欠伸で返答した。

「ダメか？」

「……鉤爪の扱いに馴れたら、今まで通りで大丈夫」

　自分が先陣を切り、斬り漏らした敵は、アクシスが屠る。そこにガロンの補助が入れば怖いものはない。

「武器は鉤爪にするんだな」

「敵によって替える」

　岩でできたゴーレムなどを相手にするときに鉤爪では、歯が立たないだろう。両手剣でも、厳しいというのに。

「そこまで考えられるなら、大丈夫じゃないですか。猫のときは、考えるのが苦手そうでしたし。後は実践で連携を確認していくしかないでしょう」

「よし、じゃあ魔物狩りにでも行くか！」

　ある程度指針が決まったところで、神殿を後にする。

　結局猫化を解くことはできなかったものの、相談に乗ってもらったので、サイネには規定の報酬を支払った。資金は今までの魔物や魔族討伐で潤沢にあるので問題はない。

「もしパーティーメンバーに神官が必要な場合は、ぜひお声がけください。僕は他の神官と違い、戦闘にも覚えがありますので」

「サイネ様も勇者の称号に興味がおありなんですか？」

「勇者の称号を得て魔族討伐に向かうのに、ですかね。英雄になれば、出世を気にせずに済みます」

「神官にも色々おありなんですね……」

　今のところパーティーメンバーを増やす予定はない。

　けれどここで断ってしまうと角が立つので、考えておきますと社交辞令を言って、サイネ様に別れを告げた。

「んじゃ、冒険者ギルド行って、依頼クエストを確認するか」

　そう言って、ガロンに背中を叩かれる。

　もうアクシスに手を引かれることはなかった。

　けど、二人が傍から離れることもなかった。





０３．吾輩は、一つになる




　冒険者ギルドは、蜂の巣を突いたような騒ぎになっていた。

　ドアも開けっ放しにされるほどの人の多さに、三人で顔を見合わせる。

「何事ですかね？」

「ちょっくら情報を集めてくらぁ」

　真っ先にガロンが動いて、人混みの中へ姿を消した。

　自分は人付き合い以前に人混みも苦手なので、毎回情報を集めてくれるガロンを尊敬する。

　しかしアクシスと二人で通りに立っているだけで目立つのか、人の視線が集まってくるのを感じた。

　居心地の悪さに、マントの中で尻尾が揺らめく。念のため、耳も頭に布を巻いて隠しているが、その耳も布の中で伏せていた。

「あれ、アクシス様じゃないか」

「ってことは隣にいるのは神速のリト？　マジか！　助かったぁ！」

　アクシスの美貌が人目を引くのはいつものことだが、今回は続く反応が違う。

　横目でアクシスを見上げると、彼も察したのか頷きが返ってきた。

「魔物か魔族かが現れたようですね」

「戦闘か」

　自分が求められる場面は決まっている。

　詳細はガロンを待つしかないが、十中八九、戦闘に赴くことになるだろう。

「リトはまだ無理をしないほうが……」

「大丈夫だ。だが、状況判断は任せる」

　戦闘の邪魔になるようなら引かせて欲しいと言外に告げる。

　アクシスもガロンも自分より視野が広い。その判断能力を疑ったことはなかった。

「分かりました。といっても、リトは敵と相対すると引きませんからね……」

「気を付ける」

「お願いします。前回の二の舞だけはごめんですよ」

　前回は自分が庇わなければ、アクシスにも被害が及んでいた。だから後悔はしていないし、あまり反省もしていない。

　反省するとしたら、敵の最後の攻撃を読めなかった想像力だろう。

　けどそんなことを口にすると、アクシスが顔を顰めるのは分かっていたので、黙り込む。

　口を閉じた自分に、アクシスが手を伸ばした。頰に触れられ、正面から目を合わせられる。前にはなかったことだ。

「本当に、お願いします。仲間を守りたい気持ちは、一緒です。私だって、貴方に傷付いて欲しくない。……もう二度と、あのときの絶望感は味わいたくないんです」

「……分かった」

　アクシスの声が震えていることに気付き、彼の胸に頭を押し付けた。

「心配をかけて、すまない」

「……てっきり頭を撫でろと言われるのかと思いました」

「撫でていいぞ」

「黒猫がそう言ってるんですか？」

「リトとしても、黒猫としても。撫でられるのは、嫌いじゃない」

　今までの自分は甘え方を知らなかった。

　こうすることで触れてもらえるならと、アクシスを見上げる。

「頭以外も撫で回したい気分です。……ガロンが戻って来たみたいですね」

　冒険者ギルドの方に背を向けていた体を反転させる。

　見えたガロンの顔は険しかった。

「オレ抜きでイチャつくのはどうなんだ？　あぁん？」

「今はそれより優先させることがあるでしょう？」

「イチャついてたヤツに言われたくねぇよ!?　……状況はあまり良くないな。魔族が魔物を引き連れて、この街に向かっているらしい。軍が出動するが、この街にいる分じゃ数が足りねぇ。増援が来るまでは、冒険者も総出だ」

「聖王国に着くなりコレですか……。魔王が勢力を伸ばしているのは事実のようですね」

「だから勇者が必要なんだろうよ。オレたちにとっては見せ場だな」

「いつ、出る」

　端的に問うと、ガロンはニヤリと笑った。

「オマエならそう言うと思ったぜ。どうせ先頭に立って走るつもりだろ？　これから軍と冒険者ギルド合同の作戦会議がある。それにオレたちも参加するぞ」

　せいぜい相手さんを攪乱してやろうぜ。そう言うガロンは、自分たちの戦い方をよく知っていた。
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　作戦会議では、ガストがＡランクパーティーということもあり、発言権を得られた。

　結果、今は軍と離れ、独自に偵察をおこなっている。

「魔物を率いている魔族は、鳥の獣人で間違いなさそうだな」

「夜目は利くんですかね？」

「分からんが、空から指示を出されるのは厄介だぞ」

　街の正面は聖王国軍が守りを固めていた。

　それに対し冒険者は周りから攻め込み、魔物の群れを軍の正面に密集させる。

　これにより街に配備されている大砲で、一網打尽にする作戦だった。

　しかし空から見られれば、こちらの作戦は筒抜けになる。

「いくら魔物や魔族が脳筋っつてもなぁ。流石に勘付くだろ」

「先に、頭を潰す」

「それがよさそうだ。だがリト、無理に突っ込むなよ」

「鳥の獣人が相手なら、弓も魔法も効きますからね。リトの出番はないですよ」

「それは分からない」

　アクシスの腕前ならその通りになりそうだが、弓も魔法も、一度放ってしまえば軌道修正ができない欠点があった。

　確実に仕留めるには、今回の作戦同様、相手の動きを制限する必要がある。

「やる気になるのはいいが、ほどほどにな。一番攻めやすいルートを探るぞ」

　基本的に、魔物を統率するのは難しい。

　魔族が率いていると言っても、羊の群れで言うところの、牧羊犬に過ぎなかった。

　それを踏まえて、的確に効率良く、魔族と戦う場所を選出する。

　今回の偵察で集めた情報は、冒険者ギルドとも軍とも共有する予定ではあるが、その条件として、まずは自分たちガストのメンバーで攻め込むことを提示していた。

　獲物の横取りも、この世界では往々にしてあることだからだ。

　現状、この場に実力でガストの右に出る者はいないので、心配は要らないかもしれないが、功を焦った冒険者が突っ込まないとも限らない。

　それも自分たちで敵わない相手なら、撤退も選択肢に上がる。

　一番前に出て戦う危険性は、アクシスもガロンも、そして自分も理解していた。

　しかしそれによって味方にもたらされる情報の重要性も、同時に理解している。

　三人共、「攻撃は最大の防御」という考え方なので、今のところ、この作戦に対する不満はない。

　言ってみれば、いつも通りのガストの戦い方だった。

「これでまたリトがケガを負うようなら、今度こそ盾役を勧誘しないとな」

「神官という選択肢もあるんじゃないですか？　サイネ様は乗り気のようでしたよ」

「神官は聖王国からの条件がなぁ……。戦闘中に、そんなこと考えてられないだろ」

「後方待機でいいんじゃないですか」

「それだと連れて歩く意味がないじゃねぇか」

　この相談も、自分がケガを負わなければ水泡に帰す。

　自分としてはここで新しくメンバーが増えるのは嬉しくなかった。やっとアクシスとガロンと親密になれたところなのに。二人揃って自分の相手をしてくれたのには驚いたが。　　　

　黒猫のおかげだろうか。うむ、この調子で甘え方は黒猫を真似ていこう。

「どうやら敵の獣人は、木に留まってることが多いようだな。先制攻撃はアクシスが行くか？」

「そうですね……魔法だと周囲の魔物にも攻撃が気付かれるので、可能な限り近寄って弓矢で仕留めます。まぁ一撃では無理でしょうから、後はリトに任せることになりそうですね」

「任せろ」

　アクシスの言葉に頷く。

　敵の情報収集が終わったところで、街の外に設けられた補給地点へ戻った。

　次に戦場に出るときは、敵のリーダーである魔族と相対するときだ。
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「グギャギャ！　ニンゲンナド、ケチラシテシマエーッ！」

　敵部隊の後方に回り、鳥の獣人の姿を視界に入れる。

　味方部隊と一緒に挟撃できればいいのだが、後方に回れるのも、自分たちパーティーだけで身軽に動けるからだった。

　自分は気配を消して、目標にほど近い木に登る。

　黒猫のおかげか、気配を消すのも、木を登るのも前より上手くなっている気がした。

　幸い、相手が引き連れている魔物も、ゴブリンやオークといった陸に住まうもので、頭上を気にしない。

　作戦通り、アクシスが弓を引くのをじっと待つ。

　しかし鳥の獣人か……。

　程よい枝の上で待機していると、尻尾が大きく揺れる。心なしかお尻も左右に揺れていた。なんというか、疼くのだ。

　すぐにでも跳びかかりたくなるのを、ぐっと堪える。

　緊張感がピリピリと肌を焼いた。

　そしてほんの僅か、矢で空気が裂けるのを気配で感じ取る。




　――今だ！




　アクシスの放った矢が敵に当たり、体勢を崩したのを見るや否や敵に向かって跳躍する。

　マントと一緒に尻尾が宙に躍った。

「ナッ!?」

　敵がアクシスのほうに気を取られた隙を狙い、鉤爪から一閃。

　攻撃を繰り出すときの抵抗感のなさに自分で驚いた。跳躍からして、以前とはまるで違う。

　個体差では獣人のほうが、人間より強い理由が分かった気がする。

　動物としての本能的な戦闘センス。

　自分と黒猫を比べてみても、これだけ違うのだ。

　本来人間と動物では筋肉の付き方や体の作りが違うので、動きを再現するのは難しいが、自分の場合は魔力でこれを補うことができる。

　人より小柄な自分が両手剣を振るうように、明確なイメージさえできれば、黒猫の動きを再現することは可能だ。

　鳥の獣人が木から落ちる。

　自分は枝を渡りながら、追撃を怠らなかった。

　敵も人間がここまでやるとは思っていなかったに違いない。

　獣人が息絶えたのを確認し、周囲の気配を探る。

　流石に近場にいた魔物は異変に気付いていた。ならば、片っ端から屠っていくしかないだろう。

　無理をするなと言われているので、退路を確保しつつ、自分は目の前を歩くゴブリンに向かって一閃を放った。




　一方的な攻撃が一段落したところで、ガロンが顔を出す。アクシスは、まだ戦っている冒険者を遠距離から魔法で支援しているようだ。

「予想以上に呆気なかったな……リトが強すぎたと言うべきかもしれねぇが」

　敵のリーダーが落ちてからは、その報をガロンが狼煙のろしで味方に報せ、冒険者による魔物の包囲網作戦が実行された。

　街の正面にまで魔物の群れが誘導された後は、大砲による一斉射撃がおこなわれ、魔物はみるみるうちに姿を消した。

　今は討ち漏らした魔物を、冒険者が狩っているところだ。

「オマエって、あどけない顔してやることがエグいよな……」

　周囲の屍を見たガロンが溜息をつく。

　途中ゴブリンの他にもオークがやって来たが、行動パターンを熟知している上、速さではこちらが上なのでかすり傷一つ負うことはなかった。

　味方の作戦が実行されていたこともあり、あくまで自分に向かってきたのは群れの一部に過ぎなかったのも大きい。

　少し離れている敵は、アクシスが魔法で削ってくれたので、現状の見た目ほど、自分一人で倒した敵は多くなかった。

「ケガがないなら、それでいいけどよ」

　わしゃわしゃと頭を撫でられる。

「避けないんだな」

「……気分は、複雑」

　正直に答えると、ガロンは破顔した。

　自分は身だしなみを気にするほうではないが、自分の中の黒猫はやっぱり毛並みを気にするのである。

「あはは、そうか！　それじゃ、気分を変えて報告に戻るか！　そろそろ勇者認定してくれてもいいと思うんだがな」

　認定は協定を結んでいるそれぞれの国の裁量に任せられていた。

　冒険者の功績については、冒険者ギルドを通じて報告が上がっているので、どの国も知っている。

　少なくとも、今回の討伐でまた一歩前進はしただろう。

　黒猫と一緒になった、新しい体での戦闘を試すことができた今。ちゃんと戦闘面以外でも、自分を改めようと決心する。

　隠していたことを二人に告げよう。

　猫としてだけじゃなく、リトとしても、二人に触れられることに幸せを感じることを。
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「いやぁ、マジで勇者の内定が貰えるなんてな。しかもオレたちが勇者第一号で間違いないらしいぜ」

「今までの功績の賜ですね」

「んっ」

　戦闘での事後処理が終わるのと同時に、冒険者ギルドからガストの三人に対し、聖王国から勇者の称号が授与されるとの話があった。

　既に王都からは、自分たちを迎えるための馬車が出立したらしい。

　称号の授与は、王から直々にされるとのことだ。

　勇者の称号を得れば、率先して魔族との戦いに身を置かねばならなくなるが、とりあえずは目的を果たせたことに、宿屋の部屋で祝杯を挙げていた。

　自分はあまり酒に強くないので、早々にベッドで丸くなっていた。

　そこへアクシスが寄ってきて、彼の膝に自分の頭を乗せる。頭を撫でられ、耳の付け根を指先でかかれると、ゾワリと腰が痺れた。

　その腰をガロンに摑まれ、ズボンと下着を脱がされる。

「そろそろ馴れてきたか？」

「はぁぅ……っ！」

　冒険者ギルドに話を聞きに行くときから、後ろを馴らすために挿れられていたニンジンを弄られ、嬌声が上がった。

「前もビショビショに濡れてるし、大丈夫そうだな」

「まさかリトにこんな資質があるとは、思いもしませんでした」

「イロにも揺るがねぇ硬派な人間だと思ってたよな。けどその実、頭ではエロいこと考えてた、と」

「性的な目で見られていたなんて驚きです」

「しかもオレとオマエの二人共だろ。オレとアクシスじゃ毛色が違うだろうに、欲張りだよなぁ」

「あぅぅんっ」

　グリッと、ニンジンを中に挿れたまま回されて、喉が引き攣る。

　所在なさげに尻尾が揺れた。

「そういやぁ、猫は尻尾の付け根の上辺りを叩くと喜ぶが、リトはどうなんだ？」

「あっ！」

　ちょうどいい力加減で言われた場所を叩かれ、背中が弓なりに反る。

　剝き出しになった自身の尖端から、雫が溢れるのが分かった。

「いいみたいだな」

「顔もすっかりトロけて……。神速のリトが、こんな表情をするなんて知られたら大変ですね」

　アクシスに顎を摑まれ、顔を上げられる。

　目が合うと、ちゅぅっと唇を吸われた。

「んぅ……ちゅっ、ふぁ……」

「ふふ、エッチな顔」

「まぁ欲望に正直なのは悪くねぇよ。オレらもしっかり楽しませてもらうからな」

　言うなり、ニンジンを抜き出されて、体から力が抜ける。

「はぁぅぅっ！」

「おーおー、後ろもすっかりできあがってんじゃねぇか。襞がヒクついてるの、自分でも分かるだろ？　ん？」

　そのヒクつく蕾に、ニンジンとは違う硬さのものが押し当てられた。

　容赦なく亀頭が突き立てられるも、ニンジンで馴らされた体は進入を許す。

「あっ……ぁ……」

「どうだ？　はじめて男を咥えた感想は？　……アクシスは本当にオレが先で良かったんだよな？」

「えぇ、私はイキきった後のリトを責めて……メスイキ、でしたっけ？　それをさせたいので」

「鬼畜だなぁ。だってよ、リト。オマエ、このままじゃアクシスに、女にさせられるぞ」

　話かけられても、意識は全て下半身に集中していた。

　中を犯される感覚に、視界が潤む。

「だがその前に、オレの女になってもらわねぇとな。オレたちで十分可愛がってやるから、他のヤツに色目使うんじゃねぇぞ」

「リトにそんな芸当できない気もしますけどね」

「これからは分からねぇじゃねぇか。ケツが疼いて、男が欲しくなったらオレかアクシスに言うんだぞ」

「んっ、ぅんっ」

　分かったか？　と腰を揺さぶられて、何度も頷く。

　性的興味は男に湧くものの、下半身が熱を持つぐらい、心を動かされたのは二人がはじめてだった。

　念願が叶ったというのに、他の誰かを求めようなんて思わない。

「あぁ……ヤバいな、いい具合に締め付けてきやがる……」

「私としては早く替わってもらいたいんですけど？」

「待てよ、順番だろ……っ」

　ぐっと更にガロンの肉棒を押し込まれた。

　額から流れた汗が目に入る。

　うつ伏せで荒い呼吸を繰り返しながら、ベッドのシーツを握ることしかできない。

「おらっ、啼けよ」

　しかし問答無用に腰を打たれると、意図せず声が上がった。

「あっ！　あっ！　んあっ、ぁあ！　がろ、はげしっ」

「あぁん？　それがイイんだろ？」

　ガロンの湿り気を帯びた低い声に耳朶を撫でられる。

　それだけでも、中心は熱を持った。感じやすい自分に、自分でも驚く。

「どうだ？　ずっと、これが、欲しかったんだろ？」

「んっ、あっ……！　そう、ずっと……ほしっ、んぁぁああ！」

　答えるや否や、ガロンの亀頭に前立腺を押された。

　目の前が真っ白になって身悶える。

「ひぁあんっ！　いいっ、そこ、いい……！」

「うん？　もっと、欲しいか？」

「ほし……ガロン、もっと、やめ、ないでっ……あっ！　あっ！　あっ！」

　気持ちいい、ただそれだけだった。

　ガロンの肉棒に穿たれている事実に、体が震え、神経をチリチリと焼く。

「このまま後ろだけでもイケそうですね」

「あぁ、そうだ、なっ。はっ……ぁ、リト、アクシスが、お待ちかねだぞ」

　ぼやける視界の中でアクシスを探す。

　するとすぐに彼の白い肌が見えた。細身ながらも引き締まった体が惜しげもなく晒され、その中心に目を奪われる。

　屹立したアクシスの肉棒は、長かった。

「その前に、まず、オレだがな。おらっ、最後の追い込みだ、いい声で、啼けっ」

「んあっ！　あっ、そんっ……ひぅっ、あっ、あっ！　ひぁああんん！」

　力強く穿たれ、汗が散る。

　それだけでも、いっぱいいっぱいなのに、ベッドと自分の体の間に、アクシスが手を差し入れ、乳首を抓んだ。

「はぁぁあん！　あっ、らめっ、もっ……！」

　ビュルビュルと自身の尖端から熱が散った。

　その間も抽送を続けていたガロンが、息を詰まらせる。

「うっ……は……ぁあ、わりぃ、中に出した」

「んっ、ぅ……」

　肉棒が体から抜かれる感覚にも、肩が弾んだ。

　火照る内ももの間を、液体が伝い落ちる。

「次は、私ですね」

「ぁ……まっ」

「待てません」

　すっかり脱力していた腰を、アクシスに持ち上げられた。

　まだ違和感の残る場所に、彼の肉棒が突き立てられる。

「んぐぅっ、ぁ……入って、くるぅっ」

　ガロンのものよりは細いせいか、難なくアクシスは進入を果たした。

　しかしある地点を越えたところで、腹が内側から焼かれるような痛みに襲われる。

「あひっ!?　だめ、奥っ……そんな、だめぇっ」

「ふっ、堪りませんね……。奥、吸い付いてきて、凄いですよ」

「イイのは分かるが、加減しろよ」

「努力します……っ」

　位置を変えたガロンに、よしよしと頭を撫でられるものの、膝の震えが止まらない。

「アクシス、だめっ……おねがっ、ひんっ！」

「奥……と言っても、直腸ですが。男でも、イイらしいですよ？　馴れるまで、少し、辛抱してください」

「そん、なっ……や、動かない、でぇっ」

　ゆっくりではあったけれど、挿れられたまま腰を揺すられて、瞼の裏で星が散る。

　痛いのか、熱いのか、そこからもたらされる感覚が、もう分からない。

　ただ奥を突かれた衝撃は、ガロンの比じゃなかった。

　しかし時折、直に脳を撫でられているような痺れに、体が支配される。開いた口を閉じることができない。

　口から溢れた唾液が、顎を伝って落ちた。

「おっ、段々よくなってきたみたいだな」

「そうですか？」

「ら、めっ……っ」

「リト、動きますよ」

「らめぇええっ！　ひぐっ、あっ！　おっ、ぁぁあっ！　やっ、頭、おかしく、なるぅっ」

　奥を穿たれる度に脳が収縮する。

　かつてない刺激に、それが快感なのかも分からない。

　全身の毛穴が開き、鳥肌が立った。

　世界が回る。

「あぁ……リト、すごく、いいですっ」

「ひっ、あっ！　あんっ！　ぅんん！　そこ、ひゃぁん！」

　パンパンッと肉を打つ音が響き、ベッドが軋む。

　跳ねる体は、自分のものではないようで。

「リト、好きですっ。これからも、いっぱい、愛し合いましょうねっ」

「あっ、あっ、好き……っ、アクシス……っ！」

「オレもだろ？」

　突然、ガロンに上半身を抱き上げられ、膝立ちになる。

　ガロンの焦げ茶色のヒゲが見えたと思ったら、口を塞がれ、口内を貪られた。

「んぅぅっ、あふっ、ん、ちゅっ」

「口を塞がれたら、答えられませんよね？」

　体勢が変わり、互いの顔が近くなったアクシスに、耳元で囁かれる。

　れろりと中を舌で舐められ、背筋が震えた。

　全身が性感帯になったようで、微かな刺激にすら耐えられない。

　穿たれたままのアクシスの存在をより感じ、一瞬、体から力が抜ける。

　口から離れたガロンは、首筋に、胸にと吸い付いた。

　乳首を舌で絡め取られて首を振る。

「も、らめ……っ」

「イッていいですよ。私も奥に出させてもらいますから」

　少しの間、途絶えていた律動が再開された。

　最奥に、アクシスが、くる。

「あっは……あぁん！　あく、しすっ……あっ！　あぁぁぁっ！」

　イクッと思ったときには、体が震えていた。

　しかし快感はそれで終わらない。

「やっ、なに……っ、また、イッちゃ……！」

　奥を穿たれ、乳首を吸われる度に、快楽の波が押し寄せる。

　引いては満ちて、また、イク。

「あんっ、あっ、あ……っ！　やら、イクの、とまらないぃぃっ！」

　助けて、と後頭部をアクシスの肩に押し付ける。

　尻尾も呼応して彼の腰に巻き付いた。

　けれど返ってくるのは、熱い吐息ばかりで。

「はっ……リト、リト……っ」

「あひっ、あん！　あっ、ぁあ！　あああっ！」

　止まらない抽送に、自分は胸にあるガロンの頭を抱きながら、喘ぐことしかできなかった。

　けど、二人の熱に挟まれて、満たされているのだけは確かだ。

　求めてくれるのが嬉しくて、つい自分も求めてしまう。

「あぁ、いいっ、もっと、アクシス……あふっ、ん！　あっ、あっ、にゃぁああああ！」

　この幸せな気持ちが少しでも伝わればいい。

　そう願いながら、嬌声を上げ続けた。




―おわり―
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